
福山中・高等学校 中高一貫シラバス（期間指導項目・評価）
教 科 数学 科 目 期 間 １学期前半（中間試験）

中 高 ・ 学 年 中学校・ 年 ２０／１４０ 教 科 書 中学校数学１(大阪書籍)1 授業時数 期間／年間

副 教 材 １ 副 教 材 ２ 副教材３・４実力練成テキスト中学校数学１

・数を正の数と負の数まで拡張し，数の概念についての理解を深める。また，文字を用いることの意義及び方程式の意味を

理解するとともに，数量などの関係や法則を一般的にかつ簡潔に表現し，処理できるようにする。

・平面図形や空間図形についての観察，操作や実験を通して，図形に対する直観的な見方や考え方を深めるとともに，論理

年間の到達度目標 的に考察する基礎を培う。

・具体的な事象を調べることを通して，比例，反比例に対する見方や考え方を深めるとともに，数量の関係を表現し考察す

る基礎を培う。

到達度目標 ○数を正の数と負の数まで拡張し，数の概念についての理解を深める。

0 80%（含定期テスト） ○中間試験７ 点以上の得点者

標準テスト等の目標 ○小節ごとに行う確認テスト（ ）の通過率 以上CRE 80%

主な評価方月 主 な 評 価 規 準

法単元・題材 主 た る 指 導 項 目 □関心･意欲･態度 ◎見方や考え方 ◆表現･処理 ★知識･理解

４ １章 正の数と負 １章の扉 □観察，操作，実験などの数学的活動を通して，身の回りにある負の 行動

の数 ①反対の性質をもつ量 数や反対の性質を持つ量を正の数・負の数を用いて表そうとする。 発言

節 正の数と負の ②正の数と負の数 正の数・負の数の四則計算について，すすんで能率的な計算の仕方 ノート1
数 ③数の大小 を調べ，計算しようとする。 自己評価

節 加法と減法 ①同じ符号の数の加法 ◎数を正の数・負の数にまで拡張することで，正の数と負の数が反対2
②異なる符号の数の加法 の方向や性質を表す数として便利であることに気づき，その関係を

③減法 用いて考えることができる。

④加法と減法の混じった計算 正の数・負の数の加減，乗除を加法と乗法に統合してとらえること

練習問題 ができる。

５ 節 乗法と除法 ①乗法( ) ◆正の数・負の数を数直線上に表したり，大小関係を不等号を用いて3 1
②乗法( ) 表したりすることができる。2
③除法 加減，乗除の混じった式を加法や乗法に変換し，交換法則や結合法

④乗法と除法 則を使って計算することができる。

章のまとめ ⑤四則の混じった計算 ★正の数・負の数に関する用語やその意味を理解している。1
練習問題・ 章のたしかめ 正の数・負の数についても，加法，減法に関して交換法則や結合法1
中間試験 則，分配法則が成り立つことを理解している。

課題別学習（含む：中間試験直し）

指導方法の工夫改善 生徒が自ら数学の世界を広げるよう，問題解決的な学習活動を推進していく。

等 生徒の理解度に差が現れる場合は，習熟度別指導を積極的に行っていく。

課題・提出物等 問題集「実力練成テキスト中学数学１」については，自主学習用として家庭学習や日々の授業で使用する。また，その実

施状況を定期的に把握し，状況分析とその手立てを行う。

未到達者への対応 学習内容の理解が不十分な生徒に対しては，自ら学習課題を明らかにできる手立てを工夫するとともに，その克服に向け

ての課題別学習を実施する。

，総合的な学習の時間

道徳（教育，特別活）

動等との関連等

中 １ 数学 －１



福山中・高等学校 中高一貫シラバス（期間指導項目・評価）
教 科 数学 科 目 期 間 １学期後半（期末試験）

中 高 ・ 学 年 中学校・ 年 ２７／１４０ 教 科 書 中学数学１(大阪書籍)1 授業時数 期間／年間

副 教 材 １ 副 教 材 ２ 副教材３・４実力練成テキスト中学校数学１

到達度目標 ○基本的な平面図形の性質について，観察，操作や実験を通して理解を深めるとともに，図形の性質の考察における数学的

（含定期テスト） な推論の意義と方法を理解し，推論の過程を的確に表現する能力を養う。

70 80%○期末試験 点以上の得点者

標準テスト等の目標 ○小節ごとに行う確認テスト（ ）の通過率 以上CRE 80%

主な評価方月 主 な 評 価 規 準

法単元・題材 主 た る 指 導 項 目 □関心･意欲･態度 ◎見方や考え方 ◆表現･処理 ★知識･理解

５ ２章 文字と式 ２章の扉 □数量やその関係・法則を一般的に表現するために，文字を用いて考 行動

１節 文字と式 ①文字を使った式 えることの必要性やよさに関心をもち 文字を用いた式で表したり 発言， ，

②文字式の表し方 式の意味を読み取ったりしようとする。 ノート

６ ③文字を使った数量の表し方 ◎事象の中にある数量やその関係・法則を文字を用いて表現し，数理 自己評価

④式の値 的に考えることができる。

練習問題 １次式の加法や減法，数と１次式の乗法の計算方法を考えることが

２節１次式の計算 ①１次式 できる。

②１次式の加法と減法 ◆数量やその関係・法則を文字を用いて式に表したり，式の意味を読

③１次式と数の乗法 み取ったりすることができる。

練習問題 文字に値を代入することで，文字を用いた式を具体的な事象に適用

３節 等式 ①等しい関係を表す式 することができる。

まとめ ２章のたしかめ・とりくんでみよう １次式の加法や減法，および数と１次式の乗法の計算ができる。

確認テスト（観点別絶対評価問題） ★文字の式を表すときに約束がわかる。

課題別学習 項，係数，１次式，等式などの用語がわかる。

３章 方程式 ３章の扉 行動

１節 方程式 ①方程式 □１元 次方程式およびその解の意味に関心をもち，自分なりの方法 発言1
②等式の性質 で解を求めようとする。 ノート

７ ③１次方程式の解き方( ) 等式の性質と移項の関係に関心をもち 進んで調べようとしている 自己評価1 ， 。

④１次方程式の解き方( ) ◎等式の性質を見いだし，方程式の解き方と結びつけて考えることが2
できる。

２節方程式の利用 ①方程式の利用( ) ◆方程式を解くとき，どの等式の性質が使われているのか説明するこ1
②方程式の利用( ) とができる。2

まとめ 期末試験 等式の性質を用いて能率よく方程式を解くことができる。

課題別学習（含む：期末試験直し） ★等式の性質を理解している。

１元 次方程式および，その中の文字や解の意味を理解している。1

指導方法の工夫改善 生徒が自ら数学の世界を広げるよう，問題解決的な学習活動を推進していく。

等 生徒の理解度に差が現れる状況の場合は，習熟度別指導を積極的に行っていく。

課題・提出物等 問題集｢実力練成テキスト中学数学１」については，自主学習用として家庭学習や日々の授業で使用する。また，その実施

状況を定期的に把握し，状況分析とその手立てを行う。

未到達者への対応 学習内容の理解が不十分な生徒に対しては，自ら学習課題を明らかにできる手立てを工夫するとともに，その克服に向け

ての課題別学習を実施する。

，総合的な学習の時間

道徳（教育，特別活）

動等との関連等

中 １ 数学 －２



福山中・高等学校 中高一貫シラバス（期間指導項目・評価）
教 科 数学 科 目 期 間 ２学期前半（中間試験）

中 高 ・ 学 年 中学校・ 年 ２６／１４０ 教 科 書 中学校数学１(大阪書籍)1 授業時数 期間／年間

副 教 材 １ 副 教 材 ２ 副教材３・４実力練成テキスト中学校数学１

到達度目標 ○具体的な目標を調べることを通して，比例，反比例の見方や考え方を深めるとともに，数量の関係を表現し考察する基

（含定期テスト） 礎を養う。

○中間試験 点以上の得点者 とする。70 80%
標準テスト等の目標 ○小節ごとに行う確認テスト（ ）の通過率 以上CRE 80%

主な評価方月 主 な 評 価 規 準

法単元・題材 主 た る 指 導 項 目 □関心･意欲･態度 ◎見方や考え方 ◆表現･処理 ★知識･理解

９ ３章 方程式 夏休み明けテスト(１学期の確認)

まとめ 課題別学習

練習問題

３章のたしかめ・とりくんでみよう

方程式の復習・発展学習

４章 比例と反比例 章の扉4
１節 比例 ①比例を表す式 □具体的な事象の中にある２つの数量の関係に関心をもち，比例や反 行動

②比例と変域 比例の関係のある事象を見つけ出そうとする。 発言

③比例の式の求め方 比例・反比例の関係の特徴を表，式，グラフを用いて調べようとす ノート

④座標 る。 自己評価

⑤比例のグラフ ◎比例，反比例の関係を理解し，表，式，グラフを活用してその特徴

⑥比例のグラフのかき方と特徴 を統合的に考察することができる。

練習問題 身近な事象を，比例や反比例の考えを活用して考察することができ

２節 反比例 ①反比例 る。

②反比例の式の求め方 ◆文字を変数として扱うことができる。

③反比例のグラフ ２つの数量関係を，文字を使って式に表すことができる。

練習問題 伴って変わる２つの数量の変化の様子を表やグラフに表すことがで

３節 比例と反比例 ①比例と反比例の利用 きる。10
の利用 章のたしかめ・とりくんでみよう ★χ軸，ｙ軸，座標などの意味を理解している。4

まとめ 確認テスト（課題別絶対評価問題） 変数と変域を理解している。

課題別学習 比例や反比例，またそのグラフの特徴を理解する。

まとめ 中間試験

課題別学習（含む：中間試験直し）

指導方法の工夫改善等 生徒が自ら数学の世界を広げるよう，問題解決的な学習活動を推進していく。

生徒の理解度に差が現れる状況の場合は，習熟度別指導を積極的に行っていく。

課 題 ・ 提 出 物 等 問題集「実力練成テキスト中学数学１」については，自主学習用として家庭学習や日々の授業で使用する。また，その

実施状況を定期的に把握し，状況分析とその手立てを行う。

未到達者への対応 学習内容の理解が不十分な生徒に対しては，自ら学習課題を明らかにできる手立てを工夫するとともに，その克服に向

けての課題別学習を実施する。

総合的な学習の時間，

道徳（教育，特別活動）

等との関連等

中 １ 数学 －３



福山中・高等学校 中高一貫シラバス（期間指導項目・評価）
教 科 数学 科 目 期 間 ２学期後半（期末試験）

中 高 ・ 学 年 中学校・ 年 ２９／１４０ 教 科 書 中学数学１(大阪書籍)1 授業時数 期間／年間

副 教 材 １ 副 教 材 ２ 副教材３・４実力練成テキスト中学校数学１

到達度目標 ○平面図形や空間図形についての観察，操作や実験を通して，図形に対する直観的な見方や考え方を深めるとともに，論

（含定期テスト） 理的に考察する基礎を養う。

○期末試験７ 点以上の得点者 とする。0 80%
標準テスト等の目標 ○小節ごとに行う確認テスト（ ）の通過率８ 以上CRE 0%

主な評価方月 主 な 評 価 規 準

法単元・題材 主 た る 指 導 項 目 □関心･意欲･態度 ◎見方や考え方 ◆表現･処理 ★知識･理解

５章 平面図形 ５章の扉 □線対称，点対称な図形に興味・関心を持ち，身の回りから対称な 行動10
１節 平面図形の観 ①折って重なる図形 図形を進んで見つけようとする。 発言

察 ②まわして重なる図形 基本的な図形とその作図について興味を持ち，数学的なよさに関 ノート

③円と直線 心を持つとともに，作図を進んで活用しようとする。 自己評価

練習問題 平面図形と空間図形の関係に関心をもち，進んで考察しようとす

２節 平面図形の作 ①角の二等分線 る。

図 ②垂線 ◎作図の方法を対称性に着目して考察する。

③垂直二等分線 基本作図に帰着させて，いろいろな問題の作図方法を考えること11
まとめ ５章のたしかめ・とりくんでみよう ができる。

平面図形の復習・発展 空間における直線や平面の位置関係について平面上における点や

６章 空間図形 ６章の扉 直線の位置関係から類推して，見通しをもって考察することがで

１節 空間図形の観 ①多角形で囲まれた立体 きる。

察 ②点，直線と平面 ◇基本的な作図をすることができる。

③直線，平面の位置関係 基本作図を利用して，いろいろな作図をすることができる。

④平面図形で動いてできる立体 作図の手順を説明することができる。

空間における直線や平面の位置関係を類別することができる。

２節 図形の計量 ①おうぎ形の弧の長さと面積 柱体やすい体などの立体が，どのような線分や平面図形の運動に12
②立体の表面積 よって構成されているかを説明できる。

③立体の体積 ★２直線の位置関係，いろいろな記号の意味を理解している。

練習問題 線分の垂直二等分線や角の二等分線，垂線や円の接線の作図法を

まとめ ６章のたしかめ・とりくんでみよう 理解している。

空間における直線や平面の位置関係を理解している。学年末確認テスト（課題別絶対評価問題）

課題別学習 空間における距離の意味を理解している。

おうぎ形の弧の長さと面積，角柱，円柱，角すい，円すいの表面

積と体積を求める方法を理解している。

期末試験

課題別学習（含む：期末試験直し）

指導方法の工夫改善等 生徒が自ら数学の世界を広げるよう，問題解決的な学習活動を推進していく。

生徒の理解度に差が現れる状況の場合は，習熟度別指導を積極的に行っていく。

課 題 ・ 提 出 物 等 問題集「実力練成テキスト中学数学１」については，自主学習用として家庭学習や日々の授業で使用する。また，その

実施状況を定期的に把握し，状況分析とその手立てを行う。

未到達者への対応 学習内容の理解が不十分な生徒に対しては，自ら学習課題を明らかにできる手立てを工夫するとともに，その克服に向

けての課題別学習を実施する。

総合的な学習の時間，

道徳（教育，特別活動）

等との関連等

中 １ 数学 －４



福山中・高等学校 中高一貫シラバス（期間指導項目・評価）
教 科 数学 科 目 期 間 ３学期（学年末試験）

中 高 ・ 学 年 中学校・ 年 ３８／１４０ 教 科 書 中学数学１(大阪書籍)1 授業時数 期間／年間

副 教 材 ２ 体系数学Ⅰ代数編 副 教 材 ３ 副 教 材 ４実力練成テキスト中学校数学２

到達度目標 ○文字を用いた式について，目的に応じて計算したり変形したりする能力を伸ばすとともに，連立 元１次方程式や関数2
（含定期テスト） について理解し，それを用いる能力を養う。

○学年末試験 点以上の得点者 とする。70 80%
標準テスト等の目標 ○小節ごとに行う確認テスト（ ）の通過率 以上CRE 80%

主な評価方月 主 な 評 価 規 準

法単元・題材 主 た る 指 導 項 目 □関心･意欲･態度 ◎見方や考え方 ◆表現･処理 ★知識･理解

第２章 式の計算 ①文字の式 □文字式の計算のきまりに興味・関心を持つ。 行動12
（復習） ②多項式の計算( ) 文字式によって関係や法則が一般的に，しかも簡潔に表現できる 発言1

③多項式の計算( ) ことに関心を持ち 簡単な等式を必要に応じて変形しようとする ノート2 ， 。

１ まとめ 冬休み明けテスト（ 学期の確認） ◎多項式の加法と減法や，単項式の乗法と除法の計算を，既習の計 自己評価1,2
課題別学習 算法則と結びつけてとらえることができる。

３ 単項式の乗法と ①乗法，除法 文字や文字式を利用した表現・処理が，抽象的・形式的に計算し

除法 ②式の値 たり，数量関係を一般的に説明したりするのに有用な手段である

４ 文字式の利用 ①文字を用いた公式 ことがわかる。

②文字を用いた説明 ◆簡単な多項式の加法や単項式の乗法など，いくつかの文字を含む

③規則性の発見 数式の四則計算ができる。

確認問題 演習問題Ａ・Ｂ ★等式の性質の意味を理解している。,
第３章 方程式 ２ ①１次方程式の解き方（復習）

４ 連立方程式 ②連立方程式とその解 □問題解決にあたって，連立２元１次方程式を用いることのよさに

③連立方程式の解き方（代入法） 気づき，積極的に活用しようとする。 行動

２ ④連立方程式の解き方（加減法） ◎連立 元 次方程式は １つの文字を消去することにより １元 発言2 1 1， ，

５ 連立方程式の利 ①連立方程式と解 次方程式に帰着して解決できることを理解する。 ノート

用 ②連立方程式の利用 ◆問題に応じた解法の選択を，適切に判断することができる。 自己評価

確認問題 演習問題Ａ・Ｂ ★連立方程式やその解き方を理解している。,
第５章 １次関数 □具体的な事象の中にある２つの数量の関係に関心をもち，比例や

１ 変化と関数 ①関数 反比例の関係のある事象を見つけ出そうとする。

２比例とそのグラフ ①比例を表す式 比例・反比例の関係の特徴を表，式，グラフを用いて調べようと 行動

３ ②座標 する。 発言

③比例のグラフ ◎比例，反比例の関係を理解し，表，式，グラフを活用してその特 ノート

３ 反比例とそのグ ①反比例を表す式 徴を統合的に考察することができる。 自己評価

ラフ ②反比例のグラフ 身近な事象を，比例や反比例の考えを活用して考察することがで

４ 比例，反比例 ①比例，反比例の利用 きる。

の利用 ◆文字を変数として扱うことができる。

まとめ 学年末試験 ２つの数量関係を，文字を使って式に表すことができる。

課題別学習（含む：学年末試験直し） 伴って変わる２つの数量の変化の様子を表やグラフに表すことが

課題別学習（１年間の総復習） できる。

★χ軸，ｙ軸，座標などの意味を理解している。

変数と変域を理解している。

比例や反比例，またそのグラフの特徴を理解する。

指導方法の工夫改善等 生徒が自ら数学の世界を広げるよう，問題解決的な学習活動を推進していく。

生徒の理解度に差が現れる状況の場合は，習熟度別指導を積極的に行っていく。

課 題 ・ 提 出 物 等 問題集「実力練成テキスト中学数学２」については，自主学習用として家庭学習や日々の授業で使用する。また，その

実施状況を定期的に把握し，状況分析とその手立てを行う。

未到達者への対応 学習内容の理解が不十分な生徒に対しては，自ら学習課題を明らかにできる手立てを工夫するとともに，その克服に向

けての課題別学習を実施する。

総合的な学習の時間，

道徳（教育，特別活動）

等との関連等

中 １ 数学 －５



福山中・高等学校 中高一貫シラバス（年間指導項目）
教 科 数学 教 科 書 中学校数学１ 大阪書籍 到 達 度 目 標 備 考

科 目 副 教 材 １ 問題集 実力練成テキスト中学数学１，２ 数量，図形などに関する基礎的な概念や原理・法則の理解を深め，数学的な表現や処理の仕方を習得 ○各章ごとに確認テストを実施し，理解度に応じた課題別学習を実施する。

中 高 ・ 学 年 中学校・１学年 副 教 材 ２ 体系数学Ⅰ 代数編 し，事象を数理的に考察する能力を高めるとともに，数学的活動の楽しさ，数学的な見方や考え方のよ ただし，定期試験と実施時期が重なる場合は定期試験を優先する。

単 位 数 副 教 材 ３ 確認テスト ＣＲＥ さを知り，それらを進んで活用する態度を育てる。

年間授業時数 １４０時間 副 教 材 ４

１学期前半（中間試験） １学期後半（期末試験） ２学期前半（中間試験） ２学期後半（期末試験） ３学期（学年末試験）指導期間

○数を正の数と負の数まで拡張し，数の概念についての理解を ○文字を用いることの意義及び方程式の意味を理解するととも ○具体的な目標を調べることを通して，比例，反比例の見方や ○平面図形や空間図形についての観察，操作や実験を通して， ○文字を用いた式について、目的に応じて変形したりする能力到達度目標

深める。 に，数量などの関係や法則を一般的にかつ簡潔に表現し，処 考え方を深めるとともに，数量の関係を表現し考察する基礎 図形に対する直観的な見方や考え方を深めるとともに，論理 を伸ばす。(含定期テスト)

○中間試験 点以上の得点者 理できるようにする。 を養う。 的に考察する基礎を養う。 ○連立２元１次方程式について理解し、それを用いる能力を養70 80%
○方程式の意味を理解するとともに，数量などの関係や法則を ○中間試験 点以上の得点者 とする。 ○期末試験 点以上の得点者 とする。 う。70 80% 70 80%
一般的にかつ簡潔に表現し，処理できるようにする。 ○学年末試験 点以上の得点者 とする。70 80%

70 80%○期末試験 点以上の得点者

○小節ごとに行う確認テスト（ ）の通過率 以上 ○小節ごとに行う確認テスト（ ）の通過率 以上 ○小節ごとに行う確認テスト（ ）の通過率 以上 ○小節ごとに行う確認テスト（ ）の通過率 以上 ○小節ごとに行う確認テスト（ ）の通過率 以上標準テスト CRE 80% CRE 80% CRE 80% CRE 80% CRE 80%
等の目標

時間 教科書 副 頁 時間 教科書 副 頁 時間 教科書 副 頁 時間 教科書 副 頁 時間 教科書 副 頁学 主 た る 指 導 項 目 主 た る 指 導 項 目 主 た る 指 導 項 目 主 た る 指 導 項 目 主 た る 指 導 項 目

頁 教材 頁 教材 頁 教材 頁 教材 頁 教習

材項

目 学力実態調査 ２章 文字と式 練習問題 ５章 平面図形 第２章 式の計算1 1 86
, 3 87~91 2 36~39１章 正の数と負の数 １節 文字と式 ２ ３章の基本問題・ 章の問題 １節 平面図形の観察 １ 文字の式

1 1 45 126,127 1 2 40~45節 正の数と負の数 ２章の扉 ３ 夏休み明けテスト １ ５章の扉 ２ 多項式の計算( )

6,7 46,47 128~130 2 2 46~49２ １章の扉 ２ ①文字を使った式 ４ 課題別学習 ２ ①折って重なる図形 ３ 多項式の計算( )

３ ①反対の性質をもつ量 ４ ②文字式の表し方 ５ 方程式の復習・発展学習 ３ ②まわして重なる図形 冬休み明けテスト8~9 48~50 131 4
４ ②正の数と負の数 ６ ③文字を使った数量の表し方 ４ ③円と直線 課題別学習10,11 51,52 132,133 5
５③数の大小 ７ ④式の値 ４章 比例と反比例 ５ 練習問題 単項式の乗法と除法12,13 53 134

2 54 6 2 50~51節 加法と減法 ８ 練習問題 １節 比例 ２節 平面図形の作図 乗法，除法

14,15 4 93~95 136,137 7 2 52~53６ ①同じ符号の数の加法 ２節 １次式の計算 ６ 章の扉 ①比例を表す式 ６ ①角の二等分線 式の値

７ ②異なる符号の数の加法 ９ ①１次式 ７ ②比例と変域 ７ ②垂線 文字式の利用16,17 55 96,97 138,139
18~20 56~58 98,99 140,141 2 54９ ③減法 11 ②１次式の加法と減法 ９ ③比例の式の求め方 ８ ③垂直二等分線 ８ 文字を用いた公式

11 22~24 12 59~61 10 100,101 142~146 2 55~56④加法と減法の混じった計算 ③１次式と数の乗法 ④座標 ９ ５章のたしかめ・とりくんでみよう ９ 文字を用いた説明

12 25 13 62 12 102,103 10 10 2 57練習問題 練習問題 ⑤比例のグラフ 平面図形の復習・発展 規則性の発見

3 13 104,105 12 , 2 58~60節 乗法と除法 ３節 等式 ⑥比例のグラフのかき方と特徴 確認問題 演習問題Ａ・Ｂ
①乗法( ) ①等しい関係を表す式 練習問題 ６章 空間図形 第３章 方程式13 1 26,27 15 64,65 14 106

14 2 28,29 17 67~70 13 2 66~69②乗法( ) ２章のたしかめ・とりくんでみよう ２節 反比例 １節 空間図形の観察 ２ １次方程式の解き方

③除法 確認テスト（観点別絶対評価問題） ①反比例 ６章の扉 連立方程式15 30,31 18 4 15 108~110 11 148,149
16 32~34 19 16 111 12 150,151 14 2 77④乗法と除法 課題別学習 ②反比例の式の求め方 ①多角形で囲まれた立体 連立方程式とその解

17 35,36 17 14 152~153 15 2 78⑤四則の混じった計算 ③反比例のグラフ ②点，直線と平面 連立方程式の解き方（代入法）112~114
18 1 37~43 18 115 16 154~155 18 2 79~83練習問題・ 章のたしかめ ３章 方程式 練習問題 ③直線，平面の位置関係 連立方程式の解き方（加減法）

１節 方程式 ３節 比例と反比例の利用 ④平面図形が動いてできる立体 連立方程式の利用17 158~158
19 20 71~73 20 116,117 19 2 84中間試験 ３章の扉 ①方程式 ①比例と反比例の利用 ２節 図形の計量 連立方程式と解

20 21 74,75 21 4 119~123 18 160,161 22 2 85~89課題別学習（含む：中間試験直し） ②等式の性質 章のたしかめ・とりくんでみよう ①おうぎ形の弧の長さと面積 連立方程式の利用

22 1 76,77 22 4 20 162,163 24 , 2 90~92③１次方程式の解き方( ) 確認テスト（課題別絶対評価問題） ②立体の表面積 確認問題 演習問題Ａ・Ｂ

④１次方程式の解き方( ) 課題別学習 ③立体の体積 第５章 １次関数23 2 78,79 23 22 164,165
25 23 167~171 4 26 2 116~117２節 方程式の利用 中間試験 ６章のたしかめ・とりくんでみよう 変化と関数

24 1 82~85 26 25 27 2 118~120①方程式の利用( ) 課題別学習（含む：中間試験直し） 課題別学習 比例とそのグラフ

25 2 28 121~123②方程式の利用( ) 座標 ２

26 26 29 2 124~126期末試験 期末試験 比例のグラフ

24 30 127~130課題別学習（含む：期末試験直し） 課題別学習（含む：期末試験直し） 反比例を表す式 ２

31 2 131~133反比例のグラフ

32 2 134~135比例，反比例の利用

2 104~105
2 106~107

学年末試験34
課題別学習（含む：学年末試験直し）35

２６＋１ 課題別学習（１年間の総復習）36
備 考 ・ 章の扉と①反対の性質を持つ量は，合わせて 時間扱いと ・ 章の扉と①文字を使った式は 合わせて 時間扱いとする ・副教材１「問題集 実力練成テキスト中学数学１」は，自主 ・５章の扉と①折って重なる図形は，合わせて 時間扱いとす ・式の計算「方程式」の復習をするとともに，発展的に 年1 2 2 2 2 2， 。 「 」

する。 ・副教材１「問題集 実力練成テキスト中学数学１」は，自主 学習用として常時活用するようにする。 る。 の学習内容や「連立方程式」学習する。

・副教材１「問題集 実力練成テキスト中学数学１」は，自主 学習用として常時活用するようにする。 ・副教材１「問題集 実力練成テキスト中学数学１」は，自主

学習用として常時活用するようにする。 学習用として常時活用するようにする。


